
庄
内
広
域
行
政
組
合
議

会
で
５
日
、
東
北
公
益
文

科
大
学
の
公
立
化
に
関
す

る
全
議
員
説
明
会
が
行
わ

れ
、
長
谷
川
剛
市
議
が
参

加
し
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
、
県
総
務

部
高
等
教
育
政
策
・
学
事

文
書
課
の
五
十
嵐
裕
彦
高

等
教
育
政
策
主
幹
が
出
席

し
、
公
立
化
に
向
け
た
制

度
の
概
要
や
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

公
益
大
の
入
学
者
は
、

入
学
定
員
２
３
５
人
に
対

し
、
令
和
５
年
度
は
２
０

４
人
、
６
年
度
は
１
８
１

人
と
下
回
っ
て
い
る
。

全
国
的
に

歳
人
口
が

18

減
少
す
る
中
で
、
現
状
の

ま
ま
で
は
厳
し
い
運
営
が

見
込
ま
れ
る
。

一
方
で
、
地
域
課
題
の

解
決
や
、
地
域
の
持
続
的

な
発
展
を
図
る
上
で
も
、

高
等
教
育
機
関
と
し
て
公

益
大
に
求
め
ら
れ
る
役
割

は
非
常
に
大
き
い
。

公
立
化
と
機
能
強
化
が

必
要
で
、
令
和
８
年
度
か

ら
の
公
立
化
を
目
指
し
て

い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

設
立
団
体
と
し
て
、
県

と
庄
内
広
域
行
政
組
合
の

議
決
を
経
て
、
国
に
認
可

申
請
を
行
い
ま
す
。

運
営
に
関
し
て
は
、
法

定
協
議
会
を
設
置
し
、
役

員
の
任
命
や
中
期
計
画

（
６
年
ご
と
）
の
認
可
な

ど
を
行
い
ま
す
。

県
と
行
政
組
合
に
よ
る

設
立
団
体
は
初

全
国
に

校
あ
る
公
立

84

大
学
の
う
ち
、

団
体
は

82

県
や
市
が
単
独
の
設
置
団

体
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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二
〇
二
四
年
八
月

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

の
時
に
被
爆
し
た
三
浦
恒

祺
さ
ん
が
当
時
の
体
験
を

紹
介
し
ま
し
た
。

年
前
の
被
爆
直
後
の

79
情
景
が
一
日
た
り
と
も
頭

か
ら
離
れ
な
い
こ
と
、
あ

ま
り
の
衝
撃
に
、

年
経

15

っ
て
よ
う
や
く
絵
が
描
け

た
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。参

加
者
は

「
自
分
の

、

目
で
し
っ
か
り
勉
強
し
て

く
る

「
友
達
に
も
世
界

」
、

大
会
に
行
く
こ
と
を
話

し
、
帰
っ
て
き
た
ら
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

来
年
の
２
０
２
５
年
は

被
爆

年
と
な
り
、
核
兵

80

器
廃
絶
を
求
め
る
壮
大
な

運
動
の
決
意
の
場
と
も
な

り
ま
す
。

広
島
市
で
４
日
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
原
水
爆
禁

止
２
０
２
４
年
世
界
大
会

に
、
鶴
岡
・
田
川
地
区
か

ら
参
加
す
る
４
人
の
壮
行

会
が
２
日
、
行
わ
れ
ま
し

た
。大

会
に
参
加
す
る
の

は
、
医
療
生
協
や
ま
が
た

３
人
と
、
か
け
は
し
１
人

で
す
。

壮
行
会
で
は
、
中
学
生

ࠗ
ž
Ŷ
Ơ
Ŵ
ƽ
۬
ƛ
ƴ
ƚ
Δ
੕
Ơ
۳
͕

▽
６
月
県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で
、

障
が
い
児
に
関
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
要
旨
報
告
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

▽関

障
が
い
児
を
育
て
る
家
庭
に
支
給

さ
れ
る
大
事
な
手
当
だ
が
、
本
県
で
は

申
請
が
却
下
さ
れ
る
割
合
が
高
く
、
高

い
年
に
は
申
請
の
４
件
に
１
件
，
２
０

２
２
年
も

件
却
下
と
な
っ
て
お
り
、

38

保
護
者
、
診
断
書
を
書
い
た
医
師
等
か

ら
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

厚
労
省
が
判
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
検

討
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
状
況
、
保

護
者
の
声
を
把
握
し
、
現
場
の
医
師
、

支
援
機
関
の
考
え
を
よ
く
聞
い
て
、
認

定
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
く
べ
き
。

し
あ
わ
せ
子
育
て
応
援
部
長

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
早
期
に
策
定
さ
れ
る
よ
う
働

き
か
け
る
。
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

の
支
援
と
い
う
観
点
か
ら
、
医
療
専
門

家
や
支
援
機
関
、
市
町
村
等
と
の
意
見

交
換
や
他
県
の
取
り
組
み
な
ど
調
査
研

究
し
て
、
適
正
な
認
定
制
度
の
運
用
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

福
祉
避
難
所

▽関

災
害
時
に
高
齢
者
や
障
害
者
等
を

受
け
入
れ
る
避
難
所
だ
が
、
全
国
的
に

整
備
が
遅
れ
る
中
、
本
県
は
整
備
率
が。

全
国
で
下
か
ら
７
番
目
と
な
っ
て
い
る

特
別
支
援
学

対
策
の
１
つ
と
し
て
、

校
を
福
祉
避
難
所
に
し
て
は
ど
う
か
。

一
般
社
団
法
人
日
本
小
児
神
経
学
会
が

昨
年
提
言
を
発
表
、
特
別
支
援
学
校
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
お
こ
な
っ
た
が
賛

成
が
６
割
を
超
え
、
反
対
は
３
％
だ
っ

た
。
県
内
自
治
体
も
期
待
し
て
い
る
。

防
災
・
く
ら
し
安
心
部
長

特
別
支
援
学

校
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
施
設
面
に

お
い
て
福
祉
避
難
所
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
。
安
心
感
を
持
て
る
こ
と
も
利

点
。
福
祉
避
難
所
指
定
に
向
け
た
検
討

を
県
教
委
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら

働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

県
議

関

徹
）

（



雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
8月5日入札分

・市公共下水道事業 雨水日和田1号幹線外新設工事（日和田町・宝田一丁
目地内 （入札3業者））
(株)佐藤工務 66,500,000円（67,200,000円）工期～7/3/7（落札率98.96％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月5日入札分

・市集落排水事業 三瀬地区管路施設147-2～148号新設工事 由良地内 入（ ）（
札6業者うち1業者辞退）

（ ） （ ）(株)山本組 68,000,000円 69,040,000円 工期～7/3/25 落札率98.49％
・市集落排水事業 三瀬地区管路施設81-4～136号新設工事鶴岡市三瀬地内
（入札9業者）

（ ） （ ）加藤建設管工(株) 97,700,000円 99,730,000円 工期～7/3/31 落札率97.96％

候
補
も
参
加
し
ま
す
。
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写
真:

昨
年
の
終
戦
記

念
日
街
宣
）

山
田
ま
も
る
３
区
予
定

自
治
体
問
題
研
究
所
主

催
の
第

回
自
治
体
学
校

66

（
７
月

～

日
、
横
浜

20

21

市
）
で
、
分
科
会
「
学
校

統
廃
合
・
小
中
一
貫
教
育

と
学
校
を
守
る
住
民
の
運

動
」
に
、
加
藤
鉱
一
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
山
本
由

美
・
和
光
大
学
教
授
が
、

「
学
校
統
廃
合
問
題
の
全

国
動
向
と
課
題
」
と
題
し

て
報
告
し
ま
し
た
。

全
国
で
学
校
統
廃
合
が

急
増
し
て
い
る
。

具
体
例
と
し
て
、
埼
玉

県
さ
い
た
ま
市
で
は
、
児

童
生
徒
数
約
３
６
０
０
人

の
全
国
最
大
規
模
の
義
務

教
育
学
校
「
武
蔵
浦
和
学

園
」
の
開
設
が
あ
る
。

１
人
の
校
長
と
５
人
の

副
校
長
、
８
０
０
人
程
度

の
５
つ
の
「
ユ
ニ
ッ
ト
」

、「

」

に
分
け

１
～
４
年
生

と
「
５
～
９
年
生
」
を
別

の
校
地
の
校
舎
に
収
容
す

る
計
画
は
、
教
育
委
員
会

内
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ

た
。教

職
員
の
負
担
は
、
打

合
せ
や
学
校
行
事
、
部
活

動
、
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
移
動

な
ど
、
想
像
を
絶
す
る
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
は
、

２
０
１
２
年
に
小
中
一
貫

校
を
開
校
し
、
２
０
１
６

年
に
義
務
教
育
学
校
と
し

た
。小

学
校
を
核
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
に
最
初
か
ら
失
敗

し
、
私
立
中
学
受
験
も
一

定
数
お
り
、
受
験
す
る
子

は
カ
リ
カ
リ
し
、
小
６
で

多
く
の
問
題
が
出
て
い

る
。三

鷹
市
は
、
２
校
の
小

学
校
の
同
一
敷
地
へ
の
移

転
と
、
図
書
館
、
学
童
保

「

」

育
な
ど
の

複
合
施
設
化

計
画
で
、
地
域
の
合
意
形

成
の
手
続
き
は
一
切
行
わ

れ
な
か
っ
た
。

東
村
山
市
で
も
、
公
共

施
設
の
複
合
化
計
画
で
、

校
の
小
中
学
校
を
将
来

22的
に

校
に
再
編
す
る
計

14

画
が
突
然
打
ち
出
さ
れ
、

小
中
一
貫
教
育
の
教
育
学

的
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。一

方
で
、
対
抗
軸
の
形

成
と
し
て
、
学
校
の
構
成

員
で
あ
る
教
職
員
と
、
保

護
者
、
住
民
が
、
子
ど
も

の
成
長
・
発
達
す
る
権
利

を
保
障
す
る
た
め
に
、
合

意
形
成
が
重
要
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
に
制
定
さ

れ
た
こ
ど
も
基
本
法
に
、

「

」

こ
ど
も
の
最
善
の
利
益

な
ど
４
原
則
が
盛
り
込
ま

れ
、
こ
ど
も
施
策
に
対
す

る
同
法
第

条
の
「
子
ど

11

も
の
意
見
表
明
権
」
の
行

使
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

学
校
統
廃
合
計
画
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
当
事
者

で
あ
る
子
ど
も
の
声
は
あ

ま
り
に
無
視
さ
れ
て
き
た

が
、
今
後
「
子
ど
も
の
意

見
表
明
権
」
を
根
拠
と
す

る
運
動
が
重
要
で
あ
る
。

つ
く
ば
市
で
は
義
務
教

育
学
校
が
破
綻

山
本
氏
の
報
告
後
、
茨

城
県
つ
く
ば
市
の
義
務
教

育
学
校
に
つ
い
て
、
山
中

眞
弓
市
議
会
議
員
が
報

告
。２

０
２
０
年
度
に
つ
く

ば
市
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
が
急
増
し
、
茨
城
県
の

不
登
校
率
が
全
国
ト
ッ
プ

に
な
っ
た
。

「
学
園
の
森
義
務
教
育

学
校
」
は
令
和
５
年
４
月

に
分
離
し

「
研
究
学
園

、

小
中
学
校
」
を
開
設
、

「
み
ど
り
の
学
園
義
務

教
育
学
校
」
は
令
和
６
年

４
月
に
分
離
し

「
み
ど

、

り
の
南
小
中
学
校
」
を
開

設
し
、
義
務
教
育
学
校
が

破
綻
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
三
浦
市
の
小

林
直
樹
市
議
会
議
員
が
報

告
。三

浦
市
で
は
、
８
つ
の

小
学
校
を
３
つ
に
再
編

し
、
施
設
分
離
型
の
小
中

一
貫
教
育
で
、
９
年
間
を

見
通
し
た
学
校
教
育
目
標

を
設
定
す
る
と
い
う
「
三

浦
市
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ

」（

）

ン

２
０
１
９
年
８
月

が
制
定
さ
れ
た
。

住
民
が
立
ち
上
が
り
、

回
の
検
討
会
と
学
習
会

12を
重
ね
、
小
学
校
の
存
続

を
求
め
る
署
名

の
提
出
や

小
、「

規
模
校
の
メ
リ

ッ
ト
を
活
か

し
、
教
職
員
を

増
や
す
こ
と
が

必
要
」
と
の
市

へ
の
提
案
書
を

提
出
し
た
。

そ
の
結
果
、

２
０
２
１
年
８

月
に
市
長
が

「
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
見
直
し

を
表
明
し
た
。

高
知
県
四
万

十
市
で
は

こ
、「

ど
も
の
意
見
表

明
権
」
を
使
っ

て
「
子
ど
も
署

名
」
を
集
め
、

市
議
会
に
請
願
を
提
出

し
、
趣
旨
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、

高
知
県
か
ら
夜
行
バ
ス
で

自
治
体
学
校
に
参
加
し
、

「
下
田
中
学
校
を
残
し
て

ほ
し
い
」
と
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。

子
ど
も
を
「
数
」
と
し

て
捉
え
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
を
、
主
体
的
な
存

在
と
し
て
見
な
い
「
学
校

統
廃
合
」
と
「
小
中
一
貫

教
育
」
の
問
題
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
を
押
し
返
す

住
民
運
動
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

四万十市の子どもたちが意見表明

（
１
面
の
つ
づ
き
）

単
独
以
外
は
、
鳥
取
県

と
鳥
取
市
が
運
営
す
る
公

立
鳥
取
環
境
大
学
と
、
大

阪
府
と
大
阪
市
が
運
営
す

る
大
阪
公
立
大
学
の
２
校

の
み
で
す
。

今
回
の
公
益
大
の
よ
う

な
、
県
と
、
庄
内
５
市
町

が
構
成
す
る
行
政
組
合
が

設
立
団
体
に
な
る
ケ
ー
ス

は
初
め
て
で
す
。

庄
内
広
域
行
政
組
合

は
、
青
果
物
地
方
卸
売
市

場
と
食
肉
流
通
施
設
の
運

営
を
主
と
し
て
行
っ
て
き

て
お
り
、
公
立
大
学
の
運

営
は
異
分
野
で
す
。

大
学
に
関
す
る
業
務
も

増
え
る
こ
と
か
ら
、
人
員

の
配
置
の
課
題
も
生
じ
ま

す
。住

民
へ
の
説
明
と
、
今

後
の
運
営
の
あ
り
方
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。


